放射能で汚れた食べ物への向き合い方
京都大学･原子炉実験所　　小出　裕章
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Ⅰ．チェルノブイリ事故の経験

野菜の汚染は洗っても落ちない
1986年4月26日の旧ソ連チェルノブイリ原発の事故後、多くの国で『野菜は洗って食べるように』との勧告が出されました。しかし、私がこまつ菜を使って実験したところ、洗って落ちる汚染は、せいぜい２割しかありませんでした。もちろん、２割であろうとも落とした方が良いのですが、逆に言えば、８割は除けないのです。また、茹でても平均して４割は除けませんでした（１）（図Ⅰ参照）。
おまけに、放射能はもともと洗おうと、煮ようと焼こうとなくなりません。一見落ちたと思った分も決してなくなったのではなく、洗い流されて下水へ入った、あるいはゆで汁のほうに移ったにすぎません。野菜の汚染すら落とせないし、ましてや肉や牛乳などの汚染は落としようがありません。

母乳の汚染　－　役にたたなかった活性炭浄水器
	表１　活性炭浄水器の有効性に関する測定データ

	試料
	母乳
	水道水
	浄水器活性炭

	採取日
	（5/17-19）
	(5/19)
	(5/24-8/2）

	測定日
	5/19
	5/19 - 20
	8/8 - 12

	核種

（半減期）
	Bq/liter
	Bq

	
	（標準偏差　　　［％］）

	Ru-103

(39.5d)
	N.D.
	0.12
(33.72)
	0.077

(21.26)

	I -131

(8.04d)
	1.1
(10.34)
	0.18

(21.14)
	N.D.

	Cs-137

(30.2y)
	N.D.
	0.084
(48.84)
	N.D.


チェルノブイリ事故後の５月中旬、ある女性が三晩かけて絞った母乳約１リットルを私に届けてくれました。その時までに、私はこの環境のありとあらゆるものが汚れていることを知っていました。ただ、なんとか母乳は汚れていないで欲しいと思いながら測定しましたが、当然のこととして、その母乳はヨウ素－１３１(I-131)で汚染されていました。その後その家では水道経由の汚染を避けるために活性炭を用いた浄水器を取り付けて、８月２日まで過ごしました。しかし、表１に示すように、この浄水器の活性炭の中にはルテニウム（Ru-103）が全体で 0.08 Bq程度含まれていたが、I-131もセシウム(Cs-137) も検出できませんでした。I-131はその半減期が8.04日ですから、活性炭から検出出来なかったことは不思議ではありません。しかし、Ru-103（39.5日）やCs-137（30.2年）の半減期を考えると、活性炭中の存在量は余りに少なく、Ru-103 やCs-137 は活性炭フィルターに全く吸着しないか、あるいは一度吸着しても結局は脱着してしまったものと考えられます。活性炭フィルターをもっと頻繁に交換していれば、脱着は防げたかもしれませんが、少なくとも水道経由の汚染を防ごうとしたこの家の試みは報われませんでした。また、高頻度で活性炭フィルターを取り替えるというのも実際問題としては難しいでしょう。また、水道水も汚れている以上、母乳をやめて粉ミルクにしたところで汚染を防げる訳ではありません。ましてや空気も汚れており、それを吸わずに私たちも子供たちも生きられません。（１）。

Ⅱ．原子力は大地に根ざした農業を破壊する
日本においては、かつては大地の力（地力）に頼って作物を再生産してきました。その農業は、化学肥料、農薬、ハウス栽培などのエネルギー多消費型農業の登場によって、まさに金の力（金力）で作物をつくり出す農業に転換させられて来ました。その農業を回復しようと、無農薬、有機農業、露地栽培など多くの困難な努力が繰り返されてきましたが、事故直後、放射能が空から降ってきていた当時は、まず露地栽培の野菜が直撃されました。従って、もし放射能汚染が嫌だというその点だけをとれば、ハウス栽培の野菜の方が「安全」でした。
千葉県某所において有機農法で栽培された玄米とごく普通に栽培された玄米との間でセシウム－１３７（Cs-137）の濃度にいかなる違いが生じていたかを図２に示します。
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大地に根ざす作物は、当然のことながらその養分を大地から吸収し、みずからの身体を築き上げて行きます。作物が育って行くためには、もちろん多種多様な元素が必要ですが、特に重要な元素でありながら、土壌中に欠乏しやすい元素が窒素、リン、カリウムの３元素です。そのため昔から、窒素、リン酸、それにカリは肥料の３要素と呼ばれてきました。先にも述べたように、今日の日本では、大部分の作物は化学肥料によって作られています。特に第２次世界戦争後は、これらの３要素を含んだ大量の化学肥料が、田畑に投入されてきました。
セシウムは化学的にはカリウムとともにアルカリ金属に属す元素であり、通常の化学的な挙動もカリウムと類似しています。従って、セシウムの農作物への蓄積の度合を考える場合に関係してくるのは、カリ肥料です。カリ肥料は古くは草木の灰や海草の灰から得られていましが、近年の日本においては、大部分のカリ肥料は輸入されたもので、その原料は岩塩中のカリウム塩（ＫＣｌなどのＫ塩）です。岩塩はカリウム塩を含んでいるものの、地質学的年代に作られたものであり、相対的な古さの違いはあっても、いずれにしても人間がつくり出した放射能であるCs-137では汚されていません。一方、チェルノブイリ事故以前にも大地は、度重なる大気圏内核実験のために、Cs-137によって汚染され、すべての作物はCs-137の汚染を受けていました。そして有機肥料とは、すでにCs-137で汚染されたそうした草木や海草を原料に作られるのです。したがって、有機肥料を施された田畑は、カリ肥料を施された田畑に比べれば、当然土壌中のCs-137の含有量が多くなります。そして、そうであればまた、有機肥料を施された田畑で生育する作物は、カリ肥料を施された田畑から育つ作物に比べて、Cs-137の含有量が多くなってしまいます。
単純な汚染の拒否は被害を増加させる
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放射線ガン死の年齢依存性

年齢

ガン死／１万人・シーベルト

全年齢平均

（白血病は除く）
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のデータより作成

しかし、問題の千葉県の玄米は私が測定した玄米試料のうちでも、放射能による被曝がむしろ少なくてすむ方の米の一つです。図３に玄米を1000kg食べた時の被曝線量の推定値を示します。私が測定した玄米試料のうちでは、問題の玄米が、もっともカリウム－４０（K-40）を少ししか含有していませんでした。このことは、カリ肥料を施さないために、他の玄米に比べて相対的にはカリウムが不足していることを示しているのですが、私たちが食べ物から受ける被曝で最も大きなものはこのK-40から与えられます。
胚芽をとる、あるいは精々米にするというような手段を講じれば、たしかにK-40やCs-137を減らすことができます。しかし、そうすれば、食物にとっての必須の栄養素であるカリウム自体もわざわざ捨て去ることになってしまいます。放射能による大地の汚染が存在している現在、私たちは栄養をとろうとするかぎり放射能も食べざるをえないし、放射能を拒否しようとすれば栄養もまた拒否しなければならないのです。
私たちがここに示した玄米のセシウム汚染から学ぶべきことは、大気圏内核実験やチェルノブイリ原発事故が、大地に根ざした作物や有機農業の作物をこそ汚染したということです。そして、そのことは、核兵器は当然のことながら、原子力の平和利用なるものも大地に根ざした生活と相容れないことをこそ示します。私たちは、そうした原子力を拒否するために、短絡的に汚染を拒否するのではなく、大地に根ざした作物、農業を守り発展させて行かなければなりません。
Ⅲ．汚染輸入食品問題
国の規制は安全を保証するものではない
チェルノブイリ事故以降、ヨーロッパから輸入されている食料品は、大かれ少なかれ放射能で汚れています。そのため、日本の厚生省は、輸入食料品目の10%のものを無作為に選んで汚染検査を行い、基準を超えて汚れているものは、輸入禁止にしてきました。その基準値は「Cs-137とCs-134 の合計で、370 Bq/kg (10000 pCi/kg)」です。しかし、この３７０ベクレル／キログラムという規制値は、とてつもなく高い値です。この値は、一年間に170ミリレム（1.7ミリシーベルト）の被曝を許すとの仮定のもとにはじき出されたものですが、仮に、１億２０００万人の日本人が全員これだけの被曝をするとすれば、約７万人ものガン死が生じてしまいます（２）。
　また、規制の方法自体もずさんなものです。何故なら、国が行なっている検査は、汚染が予想されるというヨーロッパ地域からのものだけで、ヨーロッパ地域からそれ以外の第三国を経由して来るものは全く検査にかかりません。その上、ヨーロッパから直接輸入されるものも、そのほとんどは届け出件数のわずか一割しか検査を受けず、さらに、その一割に該当したものでも実際に測定されるのはわずか１キログラムだけというものだからです。当然のことながら、検査を逃れた汚染食品が街に出回っており、規制値の２倍以上の汚染をした月桂樹の葉が、実際に売られていたことも、見つかりました（３）。
汚染輸入食品にどう向き合うか
しかし、私はもっと深刻な問題があると思います。放射能など誰だって食べたくありません。そのため、多くの日本人は、国に対して、より厳しい規制値をとって、日本に汚染食品が入らないようにすることを求めました。そして、日本の国は規制を行うことによって、原子力開発がもたらした汚染の真実を日本人の目から隠したのです。
国に対して、検査の強化を求めること、そしてその結果を公表するよう求めることは必要です。しかし、日本の国に対して、汚染が国内に入らないよう規制強化を求めることは、誤っています。何故なら、日本が輸入拒否して、汚染食糧が日本国内に入ってこなかったとしても、汚染食糧はこの世から無くならないからです。日本が拒否した食糧は、他の誰かが食べさせられることになります。すなわち、これまで原子力を利用してこなかった国々、それ故に汚染を検査することすらできない国々、貧しく食糧に事欠いている国々が汚染食糧を負わされます。

子供の被曝は何としても避けなければならない
[image: image4.emf] 放射線に対する生命体の感受性は、細胞分裂の活発さに依存し、細胞分裂が活発であるほど放射線による被害を受けやすくなります。すなわち、若く、生命活動の活発な子供ほど放射線感受性が高いことになります。したがって、同じ量の放射線を浴びるのであれば、大人よりも子供の方が被害を多く受けます。放射線の年齢別の感受性を図４に示します（４）。20歳代、30歳代の大人に比べれば、赤ん坊の放射線感受性は4倍も高いし、逆に50歳以上の大人は、1桁も低くなります。そして何よりも、子供たちには原子力を選択した責任がありません。汚染した食料は何としても子供たちに食べさせたくありません。
Ⅳ．どう生きたいのか？

チェルノブイリ後の中絶
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チェルノブイリ原子力発電所の事故は地球全体に放射能汚染を広げましたし、ポーランドやアルプス沿いの一部のヨーロッパは特に強い汚染を受けました。
1986年末から1987年初めにかけての、ギリシャにおける生児出生数期待値の変化を図５に示します（５）。チェルノブイリ事故が発生した時に妊娠した女性は、1987年１月に出産する予定となります。ギリシャでの汚染はヨーロッパ中央部の平均的なものでした。それでも多くの女性は異常児を出産する可能性が高いと思いこみました。その結果、初期妊娠の23%は人工的な中絶の道を選んでしまいました。

たしかに、放射線に被曝をすれば、先天的な障害を受ける危険があります。障害を受けることは、出来ることなら避けたいと多くの人は思うでしょう。しかし、障害を受けることを怖れる以上に、障害を排除しようとすることの方が怖しいと私は思います。

	表２　遺伝病の発生頻度

	疾病の区分

	最近の発生頻度
(生産児100万人当たり)

	常染色体優性及びＸ染色体
常染色体劣性
染色体性
　　構造異常
　　量的異常
先天的異常
その他の多因子性疾患
	       １０，０００
         ２，５００
             ４００
         ３，４００
       ６０，０００
     ６００，０００


「障害」への向き合い方

かつてナチスは自らの民族こそ優れた民族だとし、逆にユダヤ人は人種的に劣っているとして、絶滅させようとしました。そして、日本でも優性保護法の下「障害者」を排除する考え方は根深く存在して来ています。優生保護法は1996年に母体保護法に変わりましたが、出生前診断など胎児を選別し、「障害」を排除しようとする考え方はいっそう強くなってきているようにみえます。しかし、「障害者」とはいったいどういう人を指すのでしょうか？
表２に、国連科学委員会が示した遺伝病の発生頻度のデータ(6)を示します。生きて生まれる子供100万人当たり60万件の多因子性疾患が伴っていると予想されています。これは、子供の側には何の責任もなく、先験的に与えられてくる病気であり、もし、生まれてくる子供が一人ひとつずつ持って生まれてくるとすれば、この世の人間の半数以上は先天的に病気持ちということになります。もちろん、重い「障害」も軽い「障害」もあるでしょう。しかし、どこかで線を引かないかぎり、半数以上の人は「障害者」と言えないでしょうか？
たしかに、「障害」というものはあると私は思います（本当かどうか自信がありません）。しかし、「障害者」なるものは存在しません。もしそれが存在すると言うのであれば、すべての人は多かれ少なかれ「障害者」です。生命体である以上、障害が伴うことを当然のこととして認め、いかなる障害をも受け入れる社会を築くことこそ大切なことだと私は思うのです。多様性を認めない世界と差別に抵抗し、謂れのない犠牲を誰にも強要しない世界を私は築きたいと希います。

飢餓の真実を視る眼
現在の日本のような浪費社会が存在する一方、生きるために必要最低限のエネルギーすら使えない人々も存在しています。今この地球上には、11億もの人々が「絶対的貧困（１日１ドル以下で生活し、食べるものがない、きれいな飲み水がないなど、生きていくのに最低限度必要なものさえ手に入れることのできない状態）」に喘ぎ、5億の人々が飢餓に直面しています。今現在飢餓に苦しむ人々は、アフリカだけでも5000万人を超えると言われています。浪費社会にドップリと浸かったほとんどの日本人の眼には、その飢餓すらが視えません。しかし、エチオピアの飢餓状態をつぶさに視てきた写真家・三留理男は、彼の写真集『飢餓』（７）に書いています。
『飢餓は地平線の彼方から訪れた苦しみではない。人間が種を撒き、育てたものである。もし誰かが何かを為したなら、あるいは為さなかったなら、事態はこれほどまで酷くはならなかったはずである。
私のそうした思いを具体化するために、私にできることは写真を撮り、報告を書くことだった。私がみた人間たちを見て欲しい。彼らは、あのとき私を凝視した同じ瞳で、写真を見ている人に何かを語りかけているはずである。』
本当に求めているのは何なのか？
原子力発電や核燃料の再処理はいうまでもなく大きな危険を抱えています。もし、大事故が起これば、被害を免れ得る生物は存在しません。当然、私は原子力利用に反対です。しかし、原子力利用が廃絶できたとしても、それで望むような社会ができるわけでもありません。原子力利用を廃絶させることは、望ましい社会を築いていくための一つの課題であり、基本的な目標を忘れずに、一つひとつの選択をしていきたいと希います。
【注】
今回の問題は、拙著「放射能汚染の現実を超えて」の主題ですので、できればそちらをお読み下さい。
（１）小出裕章、チェルノブィル原子力発電所事故の教訓、公害研究、第16巻､第2号(1986)37ｰ46
（２）（４）のデータを用いた。即ち、被曝量が合計で 268レムに達すると、１人のガン死が出る。従って、1億2千万人の日本人全体が､かりに 170ミリレムずつ被曝したとすると、約７万人のガン死が出る｡(1億2千万人x0.17/268=～７万人)
現在、国が用いているのは、国際放射線防護委員会なる組織が示しているリスク係数であり、被曝量が合計で2000レムになってはじめて１人のガン死が出ることにされている。
（３）荻野晃也他、ＴＭＩからチェルノブイリへ、地域闘争  No.196　p.46-53（1987年4月号）
（４）J.W.Gofman, "Radiation and Human Health", Sierra  Club  Books　(1981) （邦訳、「人間と放射線」、社会思想社(1991)）

（５）リチャード．Ｅ．モールド、「チェルノブイリの真実」、西村書店（１９９２）
（６）UNSCEAR, Sources, Effects and Risks of Ionizing Radiation 1988 Report
（７）三留理男、『Ethiopia－飢餓』、光文社（1985年）
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図５　ギリシャにおける


生児出生数期待値の減少割合
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図４　放射線被曝で受ける危険の年齢依存性


（白血病を除くガン死）
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図３　玄米からの被曝に寄与する放射能
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図２　千葉県産玄米中のCs-137汚染
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図１　こまつ菜の中に残った放射能の割合
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